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付属資料 2. S/W 
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付属資料 3. M/M  
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付属資料 4. 調査対象地域の概要 

4-1 社会状況 

(1) タンザニア国の社会経済の概要 

タンザニア国の正式名称は、タンザニア連合共和国（United Republic of Tanzania）であり、国土面

積 94.5 万 Km2、人口 34,443,603 人（2002 年センサス）のアフリカ東岸に位置する国である。1881

年にドイツ領となり、1920年に英国委任統治領となるが、1961年に英国から独立した。1964年には

タンガニーカとザンジバルを合邦し、現在のタンザニア連合共和国が成立した。政体は共和制で、

1995年から現在のムカバ大統領が政権についている。2000年の選挙では、ザンジバルにおいて政治

的対立が生じ、死者とタンザニア初の難民が発生する事態が生じたが、現在は安定している。 

タンザニア国の主要産業は農業であり、GDPの約 50％を占める。商品作物としては、メイズ、キ

ャッサバ、米、豆類、コーヒー、綿花等が挙げられる。また、規模は小さいが、鉱業では金やダイ

ヤモンド生産、工業ではサイザル麻・タバコ等、農産物加工がある。観光業も年々伸びており、近

年有望視されている。 

GDPは 90億米ドル（2000年、世銀）、一人当たりの GDPは 270米ドル（2001年、世銀）、経済成

長率は 5.7%（2001年、世銀）であり、人口増加率は 2.9%（1998年から 2002年の間の年増加率、2002

年センサス）である。 

1980年代前半までは、社会主義経済政策を推進していたが、石油危機や対ウガンダ戦争、旱魃の

影響により経済は危機的状態になり、86年以降、世銀・IMFの支援を得て経済改革に着手した。GDP

成長率は 2000年度 5.1％、2001年度 5.7％と順調であり、一人当たり GNPも 97年の 210米ドルから

2001年の 270米ドルと順調に推移している。財政は歳出超過であるが、貧困削減計画（PRSP）の策

定を終え、各ドナーの協力を得つつ、その実施に取り組んでいる。 

国民は約 130の部族から構成され、言語はスワヒリ語（国語）と英語（公用語）が使われている。

宗教はイスラム教（31%）、キリスト教（25%）、その他伝統宗教（44%）である。 

(2) 調査地域の社会状況 

1) 行政区画・単位 

調査対象地域は、コースト州（Region）とダルエスサラーム州であるが、これらの州は、図

4-1-1および図 4-1-2に示すように、以下の県（District）および市（Municipality）から構成され

る。 

コースト州：バガモヨ県、キバハ県、キサラウェ県、ムクランガ県、ルフィジ県、 

マフィア県（ルフィジ県とマフィア県は本格調査の対象地域には含まれない） 

ダルエスサラーム州：キノンドニ市、イララ市、テメケ市 

また、行政単位の構成は図 4-1-3に示すとおりであり、その最小組織は２から５の集落から

なる、人口 200人から 400人程度の Hamletと呼ばれる組織である。 
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図 4-1-1 コースト州の行政区分図（2002年センサス） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4-1-2 ダルエスサラーム州の行政区分図（2002年センサス） 

 

 

最小の住民組織、議長や書記がいる、Hamletに相当＊ 

 

     Villageに相当＊ 

 

     Wordに相当 

 

     Divisionに相当 

 

 
*) 村落（Village）は２～5の集落（Hamlet）から構成され、

Hamletの人口は 200人から 400人とのことである 

 

図 4-1-3 行政単位の構成（コースト州の技師からの聞き取り） 

Kitongoji 

Kijiji 

Kata 

Tarafa 

District／Municipality 

Region 

 
Male Population  1,261,077 

Female Population  1,236,863 

Total Population  2,497,940 

Total Household Number 596,264 

Average Household Size 4.2 

Intercensal Growth Rate  

1988- 2002 (%)  
4.3 

ダルエスサラーム市区 
（市街化地域） 

ｷﾉﾝﾄﾞﾆ市 

ｲﾗﾗ市

ﾃﾒｹ市

 
 

Male Population  440,161 

Female Population  448,993 

Total Population  889,154 

Total Household Number 200,919 

Average Household Size 4.4 

Intercensal Growth Rate 

1988 - 2002 (%)  
2.4 

 
 
 

ダルエスサラーム
州 

ﾊﾞｶﾞﾓﾖ県 

ｷﾊﾊﾞ県 

ｷｻﾗｳｪ県 

ﾙﾌｨｼﾞ県 

ﾑｸﾗﾝｶﾞ県

ﾏﾌｨｱ県

2002 年センサスデータは次のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ上で
公開されている：www.Tanzania.go.tz/census 
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図 4-1-2に示すように、首都圏を構成する市街地が、ダルエスサラーム州の沿岸部に形成さ

れている。この市街地は一般にダルエスサラーム市区と呼ばれているが、実際にはダルエスサ

ラーム市という行政組織や行政区分は存在せず、この市街地はキノンドニ市、イララ市、テメ

ケ市にまたがり分布し、行政上はこれらの市にそれぞれ属する。”Dar es Salaam City Council”

という組織があるが、これは 3市の調整のみを行う組織である。ダルエスサラーム市区は、本

格調査範囲には含まれない。 

2) 人口 

2002年のセンサスによるとコースト州の人口は 889,154人であり、ダルエスサラーム州の人

口は、市区を含むため 2,497,940人と多くなっている。 

a. 人口密度 

2002 年のセンサスによる、各州の人口密度の順位を以下に示す。2002 年のセンサスではダ

ルエスサラーム州全体の集計は行われておらず、市区の集計が行われているが、その数値は

1,793人/km2と非常に高いものとなっている。 

 
 
 
 
 
 
 

 

図 4-1-4 州の人口密度順位（単位：人/km2）（2002年センサス） 

コースト州の人口密度は 27 人/km2と、首都圏周辺地域であるにもかかわらず、全国的に見

て人口密度が低い方に属する。この理由は、人口の密集した市区の範囲が限定されているため

であり、市区以外の地域（実質的に村落部であるが、Peri-urban と呼ばれる）の人口密度は、

コースト州と大きくは変わらないものと想定される。 

b. 人口増加率 

次図に、コースト州とダルエスサラーム州の人口増加の推移を示す。 

 

 

 
 
 
 

図 4-1-5 コースト州とダルエスサラーム州の人口の推移（2002年センサス） 

ｺｰｽﾄ州、ﾀﾞﾙｴｽｻﾗｰﾑ州の人口の推移
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この図に示されるように、コースト州の人口増加率は 2.4%であり全国平均の 2.9%よりも低

く、逆にダルエスサラーム州では 4.3%と非常に高い増加率を示している。これも、ダルエス

サラーム州が全国からの人口流入が続くダルエスサラーム市区を抱えるためであり、市区以外

のペリアーバン（Peri-Urban）と呼ばれる村落部の人口増加率は、コースト州とそれほど変わ

らないものと思われる。 

次の図に、コースト州とダルエスサラーム州の県別および市別の人口構成を示す。 

 

 

c 

を示す。 
 

 
図 4-1-6 コースト州、ダルエスサラーム州の県/市別人口集計（2002年センサス） 

上図に示されるように、両州では Urban*（村落）と Rural*（都市）人口の比率に大きな差が

出ている。コースト州では全体の人口の 79%（約 51 万人）を村落の住民が占め、都市の住民

は 21%（約 13 万人）を占めるに過ぎない。一方、ダルエスサラーム州では、村落（ペリアー

バン）の住民はわずか 6%（約 15 万人）を占めるに過ぎず、逆に都市の住民が 94%（約 234

万人）を占める。ただし、コースト州のキバハ県は、都市人口が約 45%を占め、県の中心地の

キバハタウン（Town*）に人口が集中している。 

本格調査では、対象が未給水あるいは給水施設が貧弱な地域となることが予想され、Urban

地域では給水施設が比較的良く整備されていることから、村落地域が主な調査対象となる。 

3) 社会・経済状況 

a. 産業 

図 4-1-7にコースト州の村落地域（Rural Area）における、15歳から 60歳までの住民の、こ

こ 1週間に従事していた職業の割合と、タンザニア全土の村落地域における割合を合わせて示

す。 

 

*：Rural と Urban の定義はあいまいであり、各ドナーとの会議でもしばしば問題となっているようである。ダ

ルエスサラーム州の職員に、調査地域の Urban と Rural の違いを調べてもらったところ、次のような回答が

帰ってきた。 
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県 市

ダルエスサラーム州では、Urban Areaとはいわゆる人口の密集した Dar es Salaam City Area（い
わゆる市区、実際には Dar es Salaam Cityという行政区画も行政組織も存在しない）を指し、こ
れに郊外の Ukonga地区と Rangi Tatu地区が加わる。Dar es Salaam の市区は、DAWASAの給水
エリアとほぼ同じ地域であり、Ukonga地区と Rangi Tatu地区は主要幹線道路沿いに形成された
Townである。他の地域は全て Peri-urban（Ruralと同義）地域である。 

コースト州では、各県の州事務所がある Townが Urbanであり、他はすべて Ruralである。 
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図 4-1-7 コースト州とタンザニア全国の村落地域の就業職種の割合 

（家計財務調査 2002年） 

この図に示すように、コースト州の村落地域の産業は農・牧畜業であり、70%以上の住民が

これに従事している。この割合は、上図に示すように、タンザニア国の平均的な村落の職業比

率とほぼ一致する。ダルエスサラーム州のペリアーバン地域（村落地域）でも、同様な職業構

成となっているものと想定される。 

b. 収入 

次の図に、各州の村落部における、一人当たりの家計収入を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 4-1-8 各州の村落部の一人当たりの家計収入（家計財務調査 2002年） 

上図に示すように、コースト州の村落部の一人当たりの家計収入は、Tsh16,595/月であり、

全国的に見ても高い収入水準の週であるといえる。 

一方、貧困ライン以下の住民についてみた場合、図 4-1-9に示すように、全国的に見て、貧

困層の占める割合が高い州と言える。 
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図 4-1-9 各州の貧困層住民の占める割合（村落部と都市部を合わせたもの） 

（財務調査家計 2002年） 

上図に示すように、コースト州全域での食料貧困ライン*以下の住民の占める割合は 27%で

あり、生活必要貧困ライン*以下の住民の占める割合は 46%にも達し、4 番目に貧困層の占め

る割合が高い州となっている。ダルエスサラーム州の貧困層の占める割合は、富裕層が居住す

る市区を含むため最も低いが、市区以外の村落部（ペリアーバン地区）の貧困の状況は、コー

スト州とほぼ同じであろうと推測される。 

4) ジェンダー 

コースト州およびダルエスサラーム州の、人口の男女比率はほぼ同じである。家計財務調査

2002年によると、「タンザニア国の成人女性は、過去の就学率を反映し、実質的に成人男性に

比べ教育レベルが低い。しかし、現在の就学率は男児よりも女児の方がいくらか高くなってお

り、男性よりも女性のほうが働いている。また、5歳以下の幼児を除くと、女性のほうが男性

よりも傷病率が低い。このように、全体的に見ると、社会・経済上の性による差別は、地域間

の社会・経済格差よりもはるかに低いことが、今回の調査で明らかとなった。」（Conclusion：

Poverty and Welfare in Tanzania）と結論付けられている。 

しかし、調査対象地域では、水汲みは依然として女性と子供の仕事となっている。ダルエス

サラーム州のWater Engineerによれば、これは地域の伝統に根ざした役割分担であり、住民が

これを社会通念として捉えているとのことであった。 

*) 家計財務調査 2002（Household Budget Survey 2002）によれば、食料貧困ライン（Food Poverty Line）と生活必要

貧困ライン（Basic Needs Poverty Line）は次のように定義されている。 

食料貧困ライン（Food Poverty Line） 

人間が生存に必要とする、最低限の栄養素とカロリーを賄うために必要な食料を購入する金額。2,200キロカロリ

ー/日のエネルギーと必要な栄養素を得るために、107の食材（米、小麦粉、たまねぎなど）につき必要量を求め、

これに必要な金額を算出している。2000/01の物価で計算された食料貧困ラインは、Tsh5,295/month/人である。 

生活必要貧困ライン（Basic Needs Poverty Line） 

人間が、生存に必要とする必要最低限の食料と、最低限必要な物資（水、衣料品など）を購入するために要する

金額。これは、食料に充てられる金額が、収入の 73%であるとして、食料貧困ラインに基づき算出されている。

2000/01の物価で計算された生活必要貧困ラインは、Tsh7,253/month/人である。 

貧困ライン以下の住民の比率
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4-2 自然状況 

(1) 気象 

気象データはMeteorological Agency で入手可能である。対象地域及びその近傍に位置する気

象観測ステーションは表 4-2-1に示す通りである。Meteorological Agency の気象データは Year 

book のような形では公表されておらず、要請に応じて生データから新たに表を作成し、提供

している。今回調査では、表 4-2-1の過去 20年間のデータを要求し、費用はすでに支払済みで

あるが、調査団滞在中にはすべてのデータの整理が終了しなかった。本格調査開始時までには、

整理終了が約束されているので、本格調査に際しては、以下にコンタクトし、データを受け取

られたい。 

  ＜気象データ受け取り先＞ 

   Mr. Bethel Mhimili, Principal Meteorological Officer, Meteorological Agency 

   Tel : 0748-338324, e-mail : bmhimili@yahoo.co.uk 

 
表 4-2-1 気象観測地点一覧表 

地点名 緯度 経度 標高 降水量 気温 湿度 風速 日照

ダルエスサラーム 39.20 - 6.87 - ○ ○ ○ ○ ○ 

キバハ 38.97 - 6.83 - ○ ○ - - ○ 

バガモヨ 38.90 - 6.42 - ○ ○ - - - 

ウベナ 38.17 - 6.62 - ○ ○ - - - 

キサラウェ 39.07 - 6.90 274 ○ ○ - - - 

ウテテ 38.75 - 7.02 52 ○ ○ - - - 

Meteorological Agency のデータから 

調査団滞在中に整理が終了し、受け取ったデータは収集資料 N-5として保管している。この

データをもとに、対象地域の気象概要を要約すると以下の通りである。 

各観測所の年平均降水量一覧表を表 4-2-2に、ダルエスサラーム観測所における過去 20年間

の月別平均降水量を図 4-2-1に、調査対象地域およびその周辺観測所の過去 20年間の年間降水

量を図 4-2-2に、ダルエスサラーム観測所の各年の月別降水量を図 4-2-3に示した。 

 

表 4-2-2 対象地域の年平均降水量一覧表 

観測所名 ダルエスサラーム キバハ バガモヨ キサラウェ ウテテ 

年平均降水量(mm) 1,169 1,027 970 1,559 850 

Meteorological Agency のデータから 
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Meteorological Agency のデータから 

図 4-2-1 ダルエスサラーム観測所 月別降水量一覧図 

 

これより解るように、対象地域及びその周辺のように狭い範囲でも、降水量は大きく異なる。

最も降水量が多いのはキサラウェ県であり、年平均降水量は 1500mm を超える。それに対し、

ルフィジ県南西部にあたるウテテ観測所では年平均降水量は 850mmにしか過ぎない。 

また、対象地域の降水量ははっきりとした乾季、雨季の区別を示し、3月から 5月の大雨季、

6月から 9月の厳しい乾季、10月から 12月までの小雨季、1月から 2月のやや穏やかな乾季と

なっている。しかし、月別降水量は年によって大きく異なる。特に、10月から 12月の小雨季

は年による降水量の差が顕著であり、降水が極めて少ない年もある。ただ、3月から 5月の大

雨季は、降雨の開始、終了がずれることはあっても、雨季の期間を通じての総降水量はある程

度の量が見込めるようである。 
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Meteorological Agency のデータから

図 4-2-2 対象地域及びその周辺の年降水量経年変化 
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Meteorological Agency のデータから

図 4-2-3 Dar es Salaam 観測所の月別降水量経年変化 
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(2) 水文 

対象地域の水系は、大部分がワミ川またはルブ 川の流域に属しており、対象地域はこれら

両河川の中～下流域に当る。また、狭い範囲であるが対象地域の南端部は、Rufiji 川の流域に

当るほか、海岸に近い一部は大河川の流域に属さず、小河川が直接海に流出する地域となって

いる個所もある。これら３河川の流域面積、主な支川は表 4-2-3に示す通りである。 

表 4-2-3 対象地域内の大河川の概要 

河川名 流域面積(km2) 主な支川 

Wami 46,361 Lukigra, Mkundi, Mswero, Kimamba 

Ruvu 26,569 Usigiwa, Mkombezi, Mbiki, Musa, Msoro 

Rufiji 177,415 Ruhoi, Mawera, Mhangashi, Namkonga 

MWLDの Hydrological year book (1971 - 1980)より 

タンザニアにおいては、水・家畜開発省（MWLD）水資源局により河川の流量観測が実施さ

れている。ワミ川、ルブ川における流量観測地点の位置は、図 4-2-1 に示す通りであり、Base 

Station １１個所（ワミ 川３個所、ルブ川８個所）、Secondary Station １１個所（ワミ 川８個

所、ルブ川３個所）の観測が実施されている。観測方法は、量水板による水位目測（Base は

１日１回、Secondary の測定頻度は不明）であり、それをあらかじめ測定された断面と流速に

よって流量を計算する方法を採っている。 

測定データは、Base Station の一部ついては、1965年～1980年は Hydrological Year Book と

して出版されている。それ以降のデータは出版されていないが、コンピュータ上にデータとし

て蓄えられている。また、Secondary Station のデータは、少なくとも月平均流量のデータとし

てコンピュータ上に蓄えられていることを確認しているが、詳細は不明である。 

今回、Hydrological year book (1971 - 1980)の一部を入手し、収集資料として持ち帰った。これ

をもとに、渇水年である 1980年の各 Base Station の月平均流量を表 4-2-4にまとめた。これよ

り解るように、ワミ、ルブ 両河川は 7月～11月に流量が少なく、12月～6月に流量が多い。

最も流量の少ないのは 10月であるが、渇水年でも月平均流量は 4～9m3/sec が認められる。ま

た、これら４ヶ所の観測地点では、流量が 0 m3/sec の観測日は、1971年～1980年の間には認

められず、少なくとも数 m3/sec の流量が観測されている。 
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表 4-2-4 1980年月平均流量一覧表 

河川名 ワミ川 ルブ川 

位置概要 下流 中流 下流 下流 

番号 1G2 1H5 1H8 1H10 

標高(m) 168 473 15 80 

地点名 Mandera* Kibungo Morogoro Mikula 

1月 14 14 33 30 

2月 28 23 51 49 

３月 22 19 43 41 

４月 33 34 71 75 

５月 49 32 144 121 

６月 15 11 45 29 

７月 10 4 26 16 

８月 7 7 19 14 

９月 6 5 14 10 

１０月 5 4 9 7 

１１月 6 12 34 27 

 

 

 

 

平均流量 

(m3/sec) 

１２月 13 44 70 168 

MWLDの Hydrological year book (1971 - 1980）より 

z ワミ川の観測地点マンデラは、チャリンゼ給水プロジェクトの取水地点近くに位置している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

MWLDの Hydrological year book (1971 - 1980)より 

 

図 4-2-4 水文観測ステーション位置図 
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(3) 地形・地質 

対象地域の地形は全体に解析の進んだなだらかな丘陵地形を呈しており、急峻な山岳地形は

ほとんど認められない。標高は北西部で約 400m、南西部で約 200m 程度であり、緩やかに東

部の海岸部へと傾斜している。 

対象地域にはワミ川、ルブ川の２本の大河川が認められるが、地形的にはこの両河川は対照

的な特徴を有している。すなわち、ワミ川は対象地域の大部分で浸食河川であり、チャリンゼ

給水プロジェクトの取水口であるマンデラ付近では、民家の分布する丘陵頂部と河川の間には

約 200mの標高差がある。この河川では平野が発達するのは河口部の狭い範囲のみである。そ

れに対し、ルブ川は対象地域の大部分で堆積河川であり、対象地域のほぼ全域にわたって、や

や広い河川平野を形成している。 

地質は、基盤が先カンブリア紀の変成岩で構成されている。この地層は対象地域北西部一帯

に分布しており、花崗片麻岩、シスト、蛇紋岩などで構成されている。褶曲構造が顕著であり、

それに伴う断層が数多く発達している。深層風化している個所が多いが、一部では道路法面な

どに新鮮な露頭が見られる。 

この基盤岩の上位にジュラ紀～白亜紀の岩石が分布している。この地層は主に堆積岩で構成

されていると考えられるが、極めて風化が激しく、露頭はすべて粘土化しているため詳細は不

明である。分布範囲はごく狭く、対象地域北西部とキサラウェ県周辺の比較的狭い範囲に分布

するのみである。先カンブリア紀層とジュラ紀～白亜紀層の間には地形的に明瞭な違いはなく、

境界ははっきりとしない。また、既存地質図によると両者は不整合で接しており、断層はない。 

こうした古い岩石の上位に、第三紀層が分布している。この地層は対象地域の大部分を占め

るもので、泥岩、砂岩、凝灰岩、レキ岩等の弱固結堆積岩で構成されている。現地で露頭を観

察する限りでは、全体に細粒分が多いように見受けられた。また、地層の横方向の連続性は極

めて悪く、短距離で層相が変化するようである。そのため、井戸を掘削した場合でも、短距離

で水量、水質が大きく変化することが特徴のようである。また、弱固結していることから、人

力でも掘削が可能で孔壁は自立しており、比較的深い手掘り井戸を建設することが可能となっ

ている。 

この第三紀層の周辺に古期第四紀層（洪積世）の地層が分布している。地形的には、第三紀

層がやや解析が進み、起伏がやや大きいのに対し、古期第四紀層は起伏がほとんどなく谷が浅

いことが特徴である。この地層は少し固結した砂、粘土などで構成されていると考えられるが、

詳細は不明である。第三紀層に比べると地層の連続性は良好であり、地下水開発は比較的容易

なものと考えられる。 

こうした古い地層を侵食し、河川、谷が形成され、そこに沖積層が堆積している。対象地域

においては、沖積層はルブ川沿いの谷底平野およびワミ川下流部の小規模三角州にやや広く分

布している。しかし、これ以外では極めて小規模なものしかない。この地層は未固結の砂、レ

キ、泥で構成されていると考えられ、河川の伏流水が期待できる。 
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＜水質＞ 

MOWLD水質試験室、水資源部、民間コンサルタントでの聞き込み等の結果によると、対象

地域の地下水で大きな問題となっているのは塩分濃度であり、電気伝導度が高い地下水が多い。

ここでの問題は２種類あり、ひとつは山地部の地下水で元来塩分濃度が高いものと、海岸部の

井戸で過剰揚水により塩水進入が発生しているものがある。ただ、海岸部の塩水進入は、ダル

エスサラーム市街部の人口密集地で発生しており、ペリアーバン地区では発生していないとの

ことである。また、山地部の高塩分濃度地下水は随所で認められ、対策に苦慮しているとのこ

とである。 

塩分濃度以外の水質は、全体として問題になるものは少なく、部分的に鉄、マンガンなどが

基準値を超えるものが認められる程度である。 

対象地域の水質の状況を整理したものはない。しかし、ここ数年は、すべての井戸掘削に際

しては報告書を MOWLD 水資源部に提出することが義務付けられており、この中にはタンザ

ニア水質基準に準拠した水質試験結果が含まれている。今回調査に際しては、これらの報告書

の一部を閲覧したが、塩分濃度の高いものがかなり多いが、それ以外の水質は問題のないもの

が大部分であり、上記の聞き込みを裏付けるものであった。タンザニアにおいては飲料水水質

基準が定められている。ただし、フッ素が含まれる恐れがあるので、十分な注意が必要である。

この基準値について、本文「2－5章 調査用資機材、現地再委託」の中の表 2-5-1として示し

た。 
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